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‐
佐
井

村

村

民

憲

章
・

一
、
学
ぶ
意
欲
を
も
ち
、知

性
と
良
識
の

あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
健
康
と
安
全
を
心
が
け
、

明
る
く
楽
し
い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
喜
び
、
力
を
合
わ
せ
て

豊
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
自
然
を
守
り
、
人
を
愛
し
、

心
や
さ
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
の
育
つ

暖
か
い
家
庭
と
村
を
つ
く
り
ま
す
。

私達は、母親の立場から特に子
供と老人を交通事故から守るとと
もに、家族ぐるみで交通安全思想
の普及に努め、交通事故のない明

るい村づくりに寄与することを誓
います。

佐井村交通安全母の会

▲

主

な

内

容

▼

２
～
（
ご

新
し
い
税
制

こ
こ
ガ
ポ
イ
ン
ト

４
～
５

む
ら
の
話
題

お
し
ら
せ

已
～
フ

教
育
だ
よ
り

８
～
Ｏ
）

保
健
婦
だ
よ
り

匍
～
竹

交
母
だ
よ
り

１２

税
務
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

侶

歳

時

記

鍋

戸
籍
の
窓
口



負
担
の
軽
減
と
公
平
の
確
保

」
社
会
の
変
化
に
対
応
を
祠

昭
和
二
十
五
年
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
税
制
の
基
本
が
で
き
て
以

来
、
初
め
て
の
大
き
な
税
制
改
革
が
こ
の
た
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
私
た
ち
の
生
活
に
か
か
お
り
の
深
い
主
な
改
革
点

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
つ
ま
ず
。

■
所
得
税
・
住
民
税
■

税

率

構

造

が

簡

素

に

所
得
税
の
減
税
と
税
率
の
段
階

の
簡
素
化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
。

新
し
い
税
制
で
は
、
所
得
税
の
税

率
を
下
げ
、
税
率
の
き
ざ
み
を
昭

和
六
十
二
年
の

Ｉ
〇
・
五
％
上
（

○
％
の
十
二
段
階
か
ら
、
昭
和
六

十
三
年
の
六
段
階
を
経
て

Ｉ
〇
％

～
五
〇
％
の
五
段
階
に
簡
素
化
さ

れ
、
働
く
人
の
負
担
感
、
不
公
平

感
が
取
り
除
か
れ
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
最
低
税
率
の
適
用
範
囲

が
年
収
七
百
三
万
円
ま
で
と
、
大

幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、

約
九
〇
％
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
こ

の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
に
っ
い
て

も
、
税
率
の
き
ざ
み
が
こ
れ
ま
で

の
五
～
十
六
％
の
七
段
階
か
ら
、

五
～
十
五
％
の
三
段
階
へ
と
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た
。

人
的
控
除
が
大
幅
引
き
上
げ

中
・
低
所
得
者
の
所
得
税
の
負

担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
に
、

基
礎
的
な
人
的
控
除
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
が
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
三
十
三
万
円

か
ら
三
十
五
万
円
に
、
配
偶
者
特

別
控
除
が
十
六
万
五
千
円
か
ら
三

十
五
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
費
が
か
か
る
十

六
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で
の
扶
養

親
族
に
っ
い
て
、
十
万
円
の
扶
養

控
除
の
割
増
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
七
十
歳
以
上
の
、
い
わ

ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
か
か

る
扶
養
控
除
額
な
ど
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
七
十

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
親
と
同
居

す
る
場
合
、
所
得
税
の
控
除
額
は

こ
れ
ま
で
の
八
十
万
円
か
ら
百
二

十
万
円
と
、
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
所
得
税
・
個
人
住
民

税
の
税
率
引
き
下
げ
、
各
種
控
除

額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
年
収
八

百
万
円
以
下
で
夫
婦
と
子
供
二
人

と
い
う
標
準
的
な
世
帯
で
は
、
二

〇
％
以
上
の
大
幅
減
税
と
な
り
ま

し
た
。
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
消
費
支
出
の
増
加
を
差

し
引
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
世
帯
の
負
担
は
軽
減
さ

れ
ま
す
。

■
消
費
税
■

広

く
薄

く

負

担

を
求
め

る

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け
橋

で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

全

国

出

稼

者

大

厶
馮
の

蚣

ｉ

口
▼

去
る
二
月
五
日
東
京
、
社
会
文

化
会
館
に
於
て
、
第
二
十
五
回
全

国
出
稼
者
大
会
（
会
長
・
栗
林
三

郎
、
秋
田
、
元
代
議
士
）
東
日
本

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大

会
は
結
成
以
来
二
十
五
回
の
記
念

す
べ
き
大
会
で
あ
り
、
秋
田
県
を

中
心
に
東
日
本
の
各
県
な
ら
び
に

出
稼
現
地
か
ら
、
一
五
〇
名
余
り

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

栗
林
会
長
よ
り
出
稼
者
が
お
か

れ
て
い
る
厳
し
い
現
況
や
、
当
面

す
る
課
題
な
ど
、
ど
ん
な
に
苦
し

く
と
も
出
稼
者
自
身
が
自
ら
の
要

求
を
揚
げ
て
、
全
国
の
仲
間
と
力

を
合
せ
て
活
動
を
展
開
し
な
け
れ

ば
前
進
し
な
い
、
と
力
強
い
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
本
年
度
の
活
動
方

針
と
し
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

コ

全
国
出
稼
組
合
連
合
会
は
、

全
国
唯
一
の
出
稼
者
の
自
主

的
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
出
稼
者
は
今
全
国
で

三
〇
万
人
（
一
時
は

Ｉ
〇
〇

万
人
）
と
少
な
く
な
っ
た
と

言
い
、
雇
用
不
安
・
宿
舎
・

賃
金
・
福
祉
な
ど
、
劣
悪
な

条
件
は
ま
だ
ま
だ
改
善
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
本
組
織
に

結
集
し
、
一
層
は
活
動
の
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―
具
体
的
な
活
動
と
し
て

コ

雇
用
保
険
法
の
改
悪
は
絶
対

に
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
、
と

く
に
出
稼
者
の
生
活
を
守
る

た
め
、
一
般
と
一
時
金
の
選

択
（
九
〇
日
の
復
活
）
が
で

ざ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
一

昨
年
一
〇
月
か
ら
厳
し
く
な

っ
て
い
る
受
給
要
件
の
変
更

に
つ
い
て
、
出
稼
者
に
不
利

益
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

コ

労
働
基
準
局
長
通
達
に
も
と

づ
き
、
出
稼
者
に
対
し
て
、

雇
用
期
間
か
三
ヶ
月
～
六
ヶ

月
の
者
に
は
三
日
、
六
ヶ
月

～
一
年
の
者
に
は
六
日
以
上

の
有
給
休
暇
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
業
界
に
対
す
る
行

政
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。

コ

出
稼
者
の
公
職
選
挙
法
に
よ

る
選
挙
権
を
保
障
す
る
た
め
、

選
挙
法
の
改
正
に
伴
っ
た
選

挙
期
間
の
短
縮
な
ど
に
見
合

っ
た
不
在
者
投
票
の
簡
素
化
、

及
び
、
有
給
休
暇
制
度
や
国

費
に
よ
る
帰
郷
旅
費
の
支
給

等
、
出
稼
者
の
公
職
選
挙
法

に
よ
る
選
挙
権
が
完
全
に
保

障
さ
れ
る
よ
う
、
制
度
の
抜

本
的
な
改
善
を
は
か
る
こ
と
。



消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
も
の
だ

け
に
課
税
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

間
接
税
と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売
り

上
げ
を
対
象
と
し
た
税
金
で
、
税

率
は
三
％
で
す
。

消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く

負
担
を
求
め
る
と
い
う
性
格
上
、

い
わ
ゆ
る
非
課
税
の
対
象
と
な
る

の
は
、
土
地
売
買
や
預
金
の
利
子
、

社
会
保
険
医
療
、
教
育
、
社
会
福

祉
の
一
部
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費

税
、
入
場
税
な
ど
の
国
税
、
電
気

税
、
ガ
ス
税
な
ど
の
地
方
税
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。

消

費

税

の

仕

組

み

や

計

算

は

簡

単

消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、
製

造
、
卸
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
各
事
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
前
々
年
（
前
々

事
業
年
度
）
の
年
間
課
税
売
上
高

が
三
千
万
円
以
下
の
事
業
者
の
方

は
、
消
費
税
を
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の

課
税
売
上
高
が
匸

二
千
万
円
を
超

え
る
事
業
者
の
方
は
納
税
義
務
が

あ
り
ま
す
。
計
算
の
し
か
た
は
簡

単
で
す
。（
表
①
）

前
々
年
（
前
々
事
業
年
度
）
の

年
間
課
税
売
上
高
が
、
五
億
円
以

下
の
課
税
事
業
者
の
方
は
、
簡
易

課
税

制

度

に

よ

っ

て
課

税

売

上

高

の
み

か

ら
納

付
税

額

を

計

算

で

き

る
仕

組
み

が

選

べ
ま

す

。

（

表

②
）

ま
た

、

そ

の

年

（
そ

の

事
業

年

度
）

の

年

間

課
税

売
上

高
が
、

六

十
万

円

未

満

の
課
税
事
業
者
の
方
に
は
、
免
税
業

者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
課
税

売
上
咼
に
応
じ
て
納
付
税
額
の
一
部

が
軽
減
さ
れ
る
限
界
控
除
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
表
③
）

課
税
期
間
は
、
個
人
事
業
者
の

場
合
は
暦
年
、
法
人
の
場
合
は
事

業
年
度
で
す
。

■
相
続
税
■

納

税

者

の

負

担

を

軽

減

最
近
の
経
済
情
勢
の
変
化
、
と

り
わ
け
地
価
高
騰
は
相
続
税
の
課

税
件
数
を
急
激
に
増
加
さ
せ
、
負

担
税
額
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
、

納
税
者
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い

状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
新
し
い
税
制
で
は
、
税
負

担
の
軽
減
・
合
理
化
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
拑
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

①
遺
産
に
か
か
る
課
税
最
低
限
が
、

こ
れ
ま
で
の
二
千
万
円
十
〈
四
百

万
円
×
法
定
相
続
人
の
数
〉
か
ら

四
千
万
円
十
（
八
百
万
円
×
法
定

相
続
人
の
数
〉
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

控
除
額
が
二
倍
に
な
っ
た
た
め
、

た
と
え
ば
夫
が
死
亡
し
て
妻
と
子

二
人
が
相
続
人
と
な
る
場
合
、
六

千
四
百
万
円
ま
で
は
相
続
税
が
か

か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
最
高
税
率
を
七
五
％
か
ら
七
〇

％
に
引
き
下
げ
、
税
率
区
分
の
輻

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

③
配
偶
者
の
非
課
税
限
度
額
を
。

こ
れ
ま
で
の
二
分
の
一
相
当
額
か

ら
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
相
当
額

に
改
め
、
最
低
保
障
額
が
四
千
万

円
か
ら
八
千
万
円
と
、
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

④
未
成
年
者
控
除
額
お
よ
び
障
害

者
控
除
額
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま

し
た
。

⑤
小
規
模
宅
地
な
ど
の
価
額
か
ら

減
額
さ
れ
る
割
合
が
引
き
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。

⑥
死
亡
保
険
金
お
よ
び
死
亡
退
職

金
な
ど
の
非
課
税
限
度
額
が
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
、
六
項
目
の
改
正
は
、
昭

和
六
十
三
年
一
月
一
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日

以
降
に
相
続
や
遺
贈
に
よ
り
財
産

を
取
得
し
、
昭
和
六
十
三
年
十
二

月
二
十
九
日
ま
で
に
、
改
正
前
の

税
法
に
よ
り
相
続
税
の
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
人
が
、
改
正
に
よ

っ
て
相
続
税
額
が
減
少
す
る
場
合

は
、
平
成
元
年
五
月
一
日
ま
で
に

更
正
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
正
の
請
求
に
つ
い
て
は

税
務
署
か
ら
通
知
が
い
き
ま
す
か

ら
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

一
、
出
稼
者
の
宿
舎
を
改
善
す
る

と
と
も
に
、
別
居
二
重
生
活

に
よ
る
所
得
税
を
減
免
す
る

こ
いと
。

コ

建
設
業
に
退
職
金
制
度
か
九
日
及

さ
せ
る
た
め
、
該
当
す
る
労

働
者
会
員
に
建
退
共
手
帳
を

交
付
す
る
こ
と
。

以
上
の
活
動
方
針
に
基
づ
い
て

二
月
六
日
労
働
者
交
渉
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

コ

出
稼
者
に
対
す
る
年
次
有
給

休
暇
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
が
‥

（
六
二
年
一
〇
九
国
会
に
お

け
る
参
議
院
社
会
労
働
委
員

会
の
附
帯
決
議
は
、
出
稼
者

に
も
有
給
休
暇
を
与
え
る
よ

う
業
界
を
指
導
す
る
。）

労
働
省

指
導
通
達
は
出
し
た
が
、
実

現
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
今

後
実
態
調
査
す
る
。

代
表本

年
四
月
ま
で
実
態
を
調
査

し
、
必
ず
実
現
さ
せ
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、

建
設
業
の
退
職
金
制
度
の
適

用
に
つ
い
て
、
必
ず
守
る
よ

う
指
導
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
し
て
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

以
上
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一
九
八
九
年
二
月
六
日

記

文
責

長
後

表① 消費税の納付税額の計算（原則）

表⑧ 簡易課税制度を選んだ場合の計算

表③ 限界控除制度による計算



むらの情報を広く掲載いた

します。

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

役

員

全

員

を

再

選

＝
交
通
安
全
母
の
会
総
会
＝

二
月
十
四
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
平
成
元
年
度
佐
井
村

交
通
安
全
母
の
会
の
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
か
ら
牛
滝
ま
で
約
百
名
の

会

員

と

、

大
間

警

察

署

長

ら

多
数

の
来

賓

が

出

席

。
交

通

事

故

犠
牲

者

へ
黙

と

う

を
さ

さ

げ

た

あ

と
、

会

議

に

入

り

ま
し

た

。

村

長

、

大
間

警

察

署

長

ら

来
賓

か

ら

「
今

年

は
交

通

死

亡

事
故

ゼ

ロ
二

千

日

達

成
と

い
う

目

標

の
年

で

す

。

地

域

の
交

通

安

全

を
図

る

に

は

母

の
会

の
役

割

が
大

き

い
。

尚

一

層

の

活

躍
を

期

待

し

ま
す

。」

と

あ

い
さ

つ

。
続

い
て

協

議
に

入

り

、

新

年

度

の
事

業

計
画

及

び
新

役

員

を

決

定

。

（
役

員

は

全
員

再

選

）

最

後

に
大

会

宣

言

を

読
み

上

げ

総

会

を

終
え

ま

し

た

。

新

年

度

の
活

動

基

本
姿

勢
は

次

の
と

お

り

で
す

。

▲母の会総会

国

民

健

康

保

険

証

の

更

新

を

行

い

ま

す

国

民

健

康

保

険

証

（

一

般

、

退

職

者

等

医

療

）

の

更

新

を

、

三

月

●
一

●

●

●

ｓ

ｅ

一

ｌ

ｅ

一

二

十

八

日

か

ら

三

月

三

十

日

ま

で

各

地

区

ご

と

に

行

い

ま

す

。

新

し

い

保

険

証

が

交

付

さ

れ

ま

す

の

で

、

昨

年

交

付

し

た

保

険

証

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

。

各

学

校

、

出

稼

ぎ

な

ど

で

、

保

険

証

を

別

に

し

て

い

る

家

庭

は

、

更

新

時

ま

で

に

昨

年

交

付

し

た

保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
四
月
か
ら
高
等
学
校

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、
合

格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付
を

代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事
故
防

止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

圉
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
と
る

と

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

㈲
出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合
、
本

人
、
代
理
人
と
も
出
稼
ぎ
先
の

会
社
名
、
住
所
が
必
要
で
す
。

な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪
い

方
は
、
役
場
民
生
相
談
課
保
健

衛
生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

３
月
３０
日

３
月
２９
日

３
月
２８
囗

月

日

古
佐
井

大
佐
井

牛

滝

福

浦

長

後

磯

谷

矢

越

川

目

原

田

地
区
名

入

ツ

３
汕

・
０

１

・
０

９

゛
Ｏ

Ｓ

Ｉ

°
３

入

ツ

入

３０

Ｏ

・
０

０

・
０

１

・
Ｏ

～

―

・
３

９
一
で

９

詰

２

汕

～
３

品

入
で

三

叩

Ｏ

・
Ｏ

～
Ｏ

・
０

１

・
３

１

・
４

９
涵

～
仞

叩

時

開

農
業
研
恠
七
〕
ク
ー

役
場
和
室

牛
滝
診
療
所

福
浦
地
区
生
活
改
善
七
バ
タ
ー

長
後
地
区
生
活
改
善
七
バ
タ
ー

磯
谷
地
区
漁
民
研
修
七
バ
タ
ー

矢
越
地
区
生
活
改
善
七
い
夕
Ｉ

川
目
地
区
生
活
改
善
七
バ
タ
ー

失
禁

更

新

場

所

「
ふ

る

さ

と

創

生
」
を

み

ん

な

で

考

え

よ

う

こ
れ
ま
で
の
村
づ
く
り
は
、
と

も
す
れ
ば
一
定
の
規
格
や
基
準
に

よ
り
、
効
率
的
に
行
お
う
と
し
て

き
た
た
め
、
個
性
を
な
く
し
た
面

が
否
め
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は

地
域
の
み
な
さ
ん
が
「
ふ
る
さ
と
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
一
人

一
人
の
努
力
に
よ
っ
て
個
性
的
、

で
「
物
」
「
心
」
と
も
に
豊
か
な

「
ふ
る
さ
と
」
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

平
成
元
年
度
で
「
自
ら
考
え
、

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
事
業
＝

（

事
業

費

一

億

円

）
を

実

施

す

る

に

あ

た

り

、
広

く

村

民

の
み

な

さ

ん

の

意

見
、

ア

イ

デ

ア

を

参
考

に

「
ふ

る
さ

と
剔

生

（
村

づ
く

り

）
」

を

し

て

い
き

た

い

と
思

い
ま

す

。

。
私
な

ら
こ

ん

な

村

づ

く
り

を

す

る

″

″
ぼ

く

な

ら

こ
う

考

え

る

″

な

ど

、

ど
ん

な

こ

と
で

も
結

構

で



「
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

住
み
よ
い
村
づ
く
り
」

＝
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運
動

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
＝

◆
活
動
重
点
◆

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
新
入
学
児
童
に
対
す
る
下
校
時

の
安
全
確
保

●
歩
行
者
の
マ
ナ
ー
に
対
す
る
愛

の
一
声
運
動

●
家
庭
の
中
か
ら
の
飲
酒
運
転
防

止
を
図
る

一
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
無
灯
火

の
防
止
を
図
る

●
小
、
中
学
生
、
各
地
区
交
通
安

全
映
写
会
の
開
催
に
よ
り
安
全

思
想
の
普
及
を
図
る
。

▼
表
彰
者
＝
佐
藤
幸
子
、
加
賀
や

わ
子
、
折
戸
繁
子
、
東
出
ミ
ヤ
、

金
沢
ひ
ろ
子
、
上
山
た
ゑ
子
、
吉

浦
福
子
、
田
中
Ｊ
ヨ
、
大
石
よ
う

子
、
田
中
フ
ジ
、
竹
内
百
合
子

▼熱心に聴き入る会員のみなさん▲表彰をうけたみなさん

第２０９回

全国珠算教育連盟主催
検定試験合格者

二
級

坪

谷

絵
里
子

三
級

山

本

麻
絹
子

菊

池

梢

四
級

木

部

め
ぐ
み

阿

部

香

織

五
級

能

登

淳

子

田

中

幸

子

中

島

琴

美

六
級

能

登

裕
美
子

館

脇

文

子

六
級

内

田

広

勝

原

子

博

文

七
級

大

畑

浩

幸

八
級

原

子

直

美

樋

囗

朋

美

九
級

大

石

裕

人

佐
々
木

信

宏

住

吉

里

美

若

山

美
穂
子

（
渋
田
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

す
か
ら
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

平
成
元
年
三
月
十
日
～
三
十
一
日

▼

送

り

先

役
場
総
務
課
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

※

記
入
用
紙
、
記
載
方
法
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た
の
思

い
の
ま
ま
お
書
き
く
だ
さ
い
。

苗

木

の

申

込

み

を

受

け

て

い

ま

す

た
だ
い
ま
森
林
組
合
で
は
、
平

成
元
年
度
春
造
林
用
苗
木
及
び
林

業
肥
料
等
の
申
込
み
を
受
け
て
い

ま
す
。
希
望
者
は
、
左
記
に
よ
り

申
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
一
反
歩
以
上
新
植
し
た
場

合
に
は
、
造
林
補
助
金
が
交
付
に

な
り
ま
す
の
で
、
造
林
の
重
要
性

を
認
識
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
造
林

阮
責
り
広
々
傴一
到
５
欠
う
目
隕
八

し
ま
す
。

補
助
金
交
付
申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
、
造
林
地
が
農
地
の
場
合

に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

▼
申
込
品
種

杉
、
赤
松
、
黒
松
、
カ
ラ
松
、

桐
、
林
業
肥
料
、
キ
ノ
Ｊ
種
駒

そ
の
他
林
業
資
材
一
切

▼
申
込
場
所

バ

≒

八

丁

渠

茶

矢
越
地
区

岩
清
水
芳
宅

磯
谷
地
区

横
浜
繁
雄
宅

長
後
地
区

池
田
力
松
宅

福
浦
地
区

田
中
太
吉
宅

牛
滝
地
区

竹
内
庄
次
郎
宅

▼
申
込
ｙ
Ｅ
切

平
成
元
年
三
月
三
十
一
日

▼
配
布
予
定

平
成
元
年
五
月
上
旬

▼
問
い
合
せ
先

北
通
地
方
森
林
組
合

容
三
四
上
玉

二
〇
・
三
二
六
二

名
義
変
更

自
動
車
の
廃
車
手
続
は
お
早
め
に

車

検

三
月
は
名
義
変
更
や
廃
車
の
手

続
き
な
ど
で
、
陸
運
支
局
の
窓
口

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
こ
れ
は
自

動
車
税
が
、
原
則
と
し
て
四
月
一

日
現
在
の
陸
運
支
局
の
登
録
に
基

づ
き
課
税
さ
れ
る
た
め
で
す
。

名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は

で
き
る
だ
け
早
く
、
三
月
二
十
日

以
前
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
月
は
、
車
検
も
大
変
混
雑
し

ま
す
。
継
続
検
査
は
一
ヶ
月
以
内

で

、

前

に
受

け

ら

れ

て

も
有

効

期

間

は

不
利

益
と

な

り

ま
せ

ん

の

で

早
く

済

ま
せ

て
く

だ
さ

い

。

東

北

運
輸

局

青

森

陸

運
支

局

昔

○

一
七

七
（
七

五

）
一

匸

一
一

佐

井

営
林

署

か

ら

お
し

ら

せ

平

成

元

年

一
月

か

ら

、
原

則

と

し

て
国

の

行
政

機

関

は

、
各

月

の

第
二

、

第

四
土

曜

日

が

休
み

に

な

り
ま

し

た

。

佐

井

営

林

署

も
、

こ

の
政

府

の

方

針

に

従

い

、
休

ま

せ

て

い
た

だ

き
ま

す

。

ご
協

力

を

お
願

い
し

ま

す

。

▲

好

評

発

売

中

▼

●
青

森

県
６７

市

町
村

ふ

る

さ

と

自
慢

〈
内

容

〉

県
内

６７

市

町
村

の
名

所

、

旧
跡

、

祭

り

、

レ

ジ

ャ

ー
施

設

、
名

産

品
な

ど
を
集
大
成

。

〈
価

格
》

一

部

一
、
五
〇

〇

円

●
青

森
県

の

姿

〈
内

容
》

豊

富

な

統
計

資

料

で

青

森

県

の
情

勢

を

分

析

。
Ｂ
５

版

、
多

色
刷

。

〈
価

格
》

一

部

コ

四
〇

〇

円

○

申

込
先

総

務

課
企

画

財

政
係

登
三

八
－

二

一

一

一



教
育
だ
よ
う

″
去

る
″

佐
井
小
学
校
校
長

杉

山

磯
三
郎

普
通
参
観
日
と
い
う
と
、
一
般

授
業
と
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
、
話

題
は
学
級
の
傾
向
と
か
、
個
人
面

談
的
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

学
校
（
学
級
）
で
は
、
今
回
の

参
観
日
の
メ
ー
ン
と
し
て
、
家
庭

教
育
学
級
的
な
講
話
の
よ
う
な
内

容
と
か
、
学
習
指
導
案
（
授
業
の

計
画
）
を
作
成
し
、
授
業
の
中
身

に
っ

い
て

話

題

の

ポ
イ

ン

ト

に
す

る
と

か
、

親

と

子

の
対

話

の

形

態

で
授

業

を

進

め

る

と

か
、

一

緒

に

リ

ズ

ム

（
ス

ポ

ー
ツ

）
、

歌
唱
（
音

楽

学
習

）

す

る

と

か

、
考

え

方

に

よ

っ

て
多

彩

な

計

画
、

形

態

を

参

観

囗

に
提

供

し

て

い

る
学

校

（
学

級
）

も
あ

り

ま

す

。

参

観
日

の

マ
ン

ネ
リ

化

の

声

も

前
述

し

た

こ

と

が

ら

を
考

慮

し

な

が
ら
、
効
果
面
、
出

席
率
に
も
相
当
な
好

影
響
を
お
よ
ぼ
す
も

の
と
、
自
身
で
反
省

し
て
い
る
一
人
で
も

あ
り
ま
す
。

次
に
子
ど
も
の
非

行
（
問
題
行
動
）
に

つ
い
て
の
べ
て
み
ま

す
。
一
般
的
に
非
行

の
背
後
に
は
、
必
ず

家
庭
の
問
題
が
垣
間
見
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

結
論
か
ら
先
に

。
学
校
や
家
庭

の
教
育
力
を
回
復
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
”
と
。
昨
年
の
刑
法
犯

少
年
す
べ
て
に
っ
い
て
、
県
警
が

原
因
、
動
機
を
判
定
し
た
デ
ー
タ

で
は
、
①
し
つ
け
の
悪
さ
、
②
監

護
能
力
に
欠
け
る
、
③
放
任
、
④

小
遣
の
与
え
方
の
問
題
、
⑤
親
の

愛
情
不
足
、
⑥
家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
、
等
々
と
上
位
は
ズ
ラ
リ
親
の

責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と

家
庭
機
能
の
低
下
を
嘆
か
せ
る
も

の
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
特

別
に
佐
井
村
、
下
北
郡
、
青
森
県

だ
け
に
隕
っ
た
問
題
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。

こ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
の

う
ち
か
ら
、
そ
の
教
育
力
を
家
庭

や
学
校
で
回
復
し
て
い
く
よ
う
な

意
識
を
持
つ
必
要
性
を
力
説
し
た

か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
の
唯
一
の
交
流
の
場

で
も
あ
る
、
参
観
日
（
地
区
懇
談

会
）
等
を
大
事
に
し
た
い
と
こ
ろ

に
も
ま
た
あ
る
の
で
す
。

こ
の
た
び
、
三
月
三
十
一
日
を

以
て
定
年
と
な
り
職
を
去
る
こ
と

ヘ

ル

ス

パ

イ

オ

ニ

ア

タ

ウ

ン

事

業

（
健

康

づ

く

り

推

進

事

業

）

●
第
１９

回
佐
井
村

卓
球
選

手
権
大
会

期
日

平
成
元
年
二
月
五
日

会
場

佐
井
中
学
校
体
育
館

［
成

績
結

果

］

団

体

戦

優

勝

四

十
五

テ

ィ

ー

ズ

準
優

勝

フ

ァ
ミ

リ

ー

第

三
位

佐

井

キ

ク
ラ

ゲ

個

人

戦

（
男

子
）

優

勝

ル

笠

原

昭

彦

準

優

勝

若

山

真

一

第

三
位

佐

賀

弘

第

三
位

磯

川

満

義

個

人
戦

（
女

子
）

優

勝

竹

本

加

代

子

準

優

勝

木

部

明

美

第

三

位

宮

野

寿
美

子

第

三

位

若

山

伊

久
子

ダ
ブ

ル

ス

戦

優

勝

川

岸

一

彦

り沮

山

畸

英

明
Ｇ

準

優

勝

竹

内

孝

丿

太

田

真

佐

清
節

第
三
位

坪

井

敏

明
り

西

谷

靖

人
池

第
三
位

間

山

英

伸
り沮

間

山

牧

子
膳

復
活
戦
（
男

子
）

第
一
位

竹

内

修

第
二
位

間

山

英

伸

第
三
位

松

林

邦

美

第
三
位

斉

藤

匡

復
活
戦
（
女

子
）

第
一
位

金

丸

め
ぐ
み

第
二
位

石

黒

久

子

第
三
位

宮

川

み
ち
よ

第
三
位

横

浜

ま
り
子

熱戦を展開した選手権大会▼

●
劵
‥凵
巨
偃
井
判

吁
悖
生
卓
封

大
会

期
日

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
一
日

会
場

佐
井
小
学
校
体
育
館

「
成
績
結
果
」

団
体
戦

優

勝

佐
井
小
学
校
Ａ

準
優
勝

原
田
小
学
校
Ａ

第
三
位

牛
滝
小
学
校
Ａ

努
力
賞

佐
井
小
学
校
Ｂ



に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
教

育
だ
よ
り
年
度
最
終
号
の
原
稿
依

頼
が
あ
り
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
、

普
段
考
え
て
い
る
こ
と
の
一
端
を

学
習
参
観
日
と
問
題
行
動
に
っ
い

て
の
べ
て
み
ま
し
た
。

本
校
在
職
六
ヶ
年

地
域
の
皆
様
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
、
あ
る
程
度
の
教

育
効
果
も
み
え
ま
し

た
し
、
各
種
行
事
、
事
業
も
好
調

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

標
題
の

”
去
る
”
を
辞
典
で
見

ま
し
た
ら
、
①
は
な
れ
て
行
く
、

②
と
お
ざ
か
る
、
③
経
過
す
る
。

④
な
く
な
る
。
⑤
死
ぬ
、
と
あ
り

ま
し
た
。
あ
く
ま
で
①
の
意
味
で

佐
井
村
と
お
別
れ
し
、
将
来
活
力

を
見
い
出
そ
う
と
す
る
各
種
団

体
け
じ
め
、
村
勢
の
増
々
の
御
発

展
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
御

礼
と
致
し
ま
す
。

さ

あ

始

め

よ

う

歩

く

運

動

法

Ｉ
ク
サ
サ
イ
ズ

ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
は
、
た
だ
漫
然
と
歩
く
の
で

は
な
く
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
健

康
や
体
力
を
増
進
し
よ
う
と
い
う

も
の
。
今
、
も
っ
と
も
新
し
い
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

膝をのばし歩幅を広く

膝をのばして、できるだけ大ま

で歩きましよう。（日本人の歩幅の

標準は男子ア５ｃｍ、女子６５ｃｍ）

背すじをのばし姿勢正しく

①頭をあげて、あごを引く。②背す

じをのばす。③おなかを引きしめる。
これが歩く基本姿勢です。

少し速めでリズミカルに

わたし たちが普通 に歩い ている 速度

は、だい たい 時速３ ～４ｋｍ。こ れで は

運動効果 はあ まり 期待でき ません。 少

し テン ポをアップ して時 速５～６ｋｍで

歩きましよう。

足裏のアーチを生かして歩く

アーチ（土踏まず）は、歩行を助け

るバネの役目をして疲労を少なくしま
す。後ろ足の蹴りを大きくし、アーチ

を生かして歩きましよう。

体の上下動・左右動を少なく

飛びはねたり、上体を左右にゆすっ

たりする癖のある歩き方は直しましよ

う。癖のある歩き方はエネルギーの口
スも大きく、むだな筋肉が働いて正し

い歩行ができません。

三
年
生
以
下
男
子
個
人
戦

優

勝

大
畑

勉

佐
井
小

準
優
勝

竹
内

浩

牛
滝
小

等

二
位

竹
内

晋
司

牛
滝
ホ

第
三
位

竹
内

浩
義

牛
滝
小

四
年
生
男
子
個
人
戦

優

勝

中
田

浩
雄

佐
井
小

準
優
勝

加
藤

直
之

原
田
小

第
三
位

山
路

太
郎

佐
井
ホ

第
三
位

田
中

良
二

原
田
小

五
年
生
男
子
個
人
戦

優

勝

宮
野

猛

佐
井
小

準
優
勝

松
本

竜
二

原
田
小

第
三
位

竹
内

公
市

牛
滝
ホ

第
三
位

松
村

利
道

原
田
小

六
年
生
男
子
個
人
戦

優

勝

大
畑

貴
樹

佐
井
小

準
優
勝

中
西

友
徳

牛
滝
小

第
三
位

浜
野

英
則

牛
滝
小

第
三
位

中
村

優
雄

原
田
小

三
年
生
以
下
女
子
個
人
戦

優

勝

竹
本

静
佳

佐
井
小

準
優
勝

瀬
原
肯
利
子

佐
井
小

筈

二
位

佐
賀

彩
子

佐
井
小

第
三
位

竹
内

美
音
］

佐
井
小

四
年
生
女
子
個
人
戦

優

勝

竹
内

幸
子

佐
井
小

準
優
勝

奥
本

藍
子

佐
井
小

第
三
位

竹
内
由
美
子

牛
滝
小

第
三
位

加
藤
真
智
子

原
田
小

五
年
生
女
子
個
人
戦

優

勝

渋
田

育
世

佐
井
小

準
優
勝

宮
田
小
枝
子

原
田
小

平

二
位

松
沢

里
美

原
田
小

筈

二
位

竹
内

尚
子

牛
滝
小

六
年
生
女
子
個
人
戦

優

勝

宮
田
絵
里
子

原
田
小

準
優
勝

宮
野
奈
々
子

佐
井
小

第
三
位

竹
内
亜
紀
子

牛
滝
小

第
三
位

加
藤
久
美
子

原
田
小

●
第
１２

回
佐
井
村

ナ
イ
タ

ー
卓

球
大
会

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
～
平
成
元
年
一
月
三
十
一
日

会
場

佐
井
中
学
校
体
育
館

優

勝

竹
本
建
設

十
勝
○
敗

準
優
勝
お
客
様
と
下
信
八
勝
二
敗

第
三
位

細
川
建
設

七
勝
三
敗

第
四
位

竹
内
自
工

七
勝
三
敗

第
五
位
ス
廴
ヤ

ス
タ
厂
ズ
六
勝
四
敗

第
六
位

フ
ァ
ミ
リ
ー
五
勝
五
敗

第

七
位

ラ

ブ

オ

ー
ル

五

勝

五

敗

第

八
位

中
道
ひ
ょ
う
き
ん
族

四

勝

六

敗

第

九
位

く
う
ね

る
遊

ぶ

二

勝

八
敗

第

十
位

全
林

野

一

勝

九
敗

第

十

一
位

Ｓ
Ｓ

Ｐ

Ｏ

勝
十

敗

（
同

率
は

セ

ッ
ト

勝

で

順

位
決

定

）



保健 婦だより

特 集

肺がんについて

すすんで検診

受けましょう

最
近
、
肺
が
ん
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
検
診
や
人
間
ド

ッ
ク
の
普
及
お
よ
び
診
断
技
術
が
い
ち
じ
る
し
く
向
上
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
肺
が
ん
の
発
見
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
発
見
さ
れ
た
肺
が
ん
は
早
期
の
こ
と
が
多
く
、
治
療
成
績
も
年
々
よ

く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
治
る
率
は
よ
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
現
在
で
も
ま
だ
肺
が
ん

の
半
数
以
上
は
か
な
り
進
ん
だ
肺
が
ん
で
、
効
果
的
な
治
療
が
で
き
ず
、

長
期
生
存
が
期
待
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
す
す
ん
で
検
診
を
受
け
、

肺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
切
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

剛

肺

が

ん

の

増

え

方

は

ト

ッ

プ

の

胃

が

ん

に

せ

ま

る

勢

い

肺
が
ん
ば
、
急
速
に
ふ
え
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
ふ
え
方
で
ゆ

く
と
、
あ
と
何
年
か
後
に
は
、
肺

が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は
、
日
本
で

最
も
多
い
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
数

を
上
回
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
は
、
昭

和
皿
年
ら
い
、
５
３
人
前
後
を
示

し
、
む
し
ろ
や
や
減
り
気
味
な
の

に
、
肺
が
ん
ば
年
々
増
加
の
傾
向

を
示
し
、
昭
和
皿
年
一
万
五
千
人

で
あ
っ
た
死
亡
数
は
昭
和
６０
年
に

は
二
万
八
千
人
を
示
し
、
こ
こ
数

年
の
増
加
は
と
く
に
目
立
っ
て
い

ま
す
。

⑦
肺
が
ん
の
二
つ
の
タ
イ
プ

①
で
き
る
場
所
が
違
う
肺
門
が

ん
と
肺
野
が
ん

肺
が
ん
に
は
、
肺
の
中
の
ど
こ

の
場
所
に
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、

が
ん
の
形
や
進
み
方
な
ど
が
ま
っ

た
く
違
っ
て
く
る
と
い
う
大
き
な

特
徴
か
あ
り
ま
す
。

肺
の
構
造
は
図
ｆ上
の
と
お
り
で

す
。○

肺
門
が
ん

肺
の
入
口
に
近
い
気
管
支
に
て

き
る

タ
バ
Ｊ
を
吸
う
人
や
、
高
齢
者

の
男
性
に
多
い

○
肺
野
が
ん

肺
の
奥
の
ほ
う
（
末
し
ょ
う
の

肺
胞
に
で
き
る

図１

肺がんのできる場所

血
圧
な
ん
で
も
齏
＆
⑥

Ｑ
血
圧
は
な
ぜ
上
が
っ
た
り
下
が

っ
た
り
す
る
の
で
す
か
？
・

Ａ
血
圧
と
は
、
血
液
が
流
れ
る
と

き
の
血
管
壁
に
加
わ
る
圧
力
の
こ

と
を
い
い
ま
す
が
、
こ
の
圧
力
は

常
に
一
定
で
は
な
く
心
臓
か
ら
送

り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
、
心
臓
か

ら
血
液
を
拈
出
す
る
力
の
強
さ
、

血
液
の
粘
稠
度
（
抑
ば
り
ぐ
あ
い
）

ま
た
血
管
壁
の
弾
力
性
（
圧
迫
を

は
ね
返
そ
う
と
す
る
力
）
、末
梢
血

管
の
抵
抗（
細
い
動
脈
の
収
縮
の
具

合
や
内
腔
の
大
き
さ
）
に
よ
っ
て

影
響
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
ス
ト
レ
ス
、
病
気
、

生
活
状
態
の
変
化
、
気
温
、
運
動

時
間
、
姿
勢
な
ど
に
よ
っ
て
も
変

化
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
血
圧
は
常
に
あ
る

程
度
変
動
し
て
い
る
わ
け
で
す
が

も
し
こ
れ
が
急
に
ひ
ど
く
上
が
っ

た
り
、
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

続
く
と
生
命
に
危
険
が
あ
つ
ま
ず
。

短
時
間
口
元
匸
灰
弓
な
い
と
き
は

早
く
医
師
の
処
置
を
受
け
る
べ
き

で
す
。
血
圧
が
平
素
高
く
な
い
人

で
も
運
動
後
や
精
神
的
に
ひ
ど
く

興
奮
し
か
た
め
、
血
圧
が
一
時
上

が
っ
た
り
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き

に
は
十
回
ぐ
ら
い
、
深
い
腹
式
呼

吸
を
く
り
返
す
と
血
圧
は
か
な
り

下
が
り
ま
す
。

１日水 基本健康診査

８引水

］

（大佐井地区対象）

１５日冰） 場所 佐井診療所

時間 午後 工時

より受付

２囗水 牛滝地区成人病教

室及び看護教室

場所 牛滝生活改善センター

時間 午前１０時～午後２時

６日（月） 乳児相談（４・７ヶ月）

及び１歳半・２歳児検診

場所 役場和室

時間 午後１２時３０分受付

９日（木） 老人健康教室

場所 古佐井農業研修センター

時間 午後１時

１４日㈹ １歳半・３歳児精

検（巡回児童相談所）

場所 役場和室

時間 午後１時

２４［］脂 妊婦検診及び母親

教室

場所 役場和室

時間 午前１０時

３日脂 健康相談目

１３日（月） 場所 役場健康相談

室

２０剛月

］

受付時間 午前９時

２７臥月） ～１１時



男
女
と
も
に
匸

咼
齢
者
に
多
い
。

と
く
に
、
ク
バ
＝
を
吸
わ
な
い

女
性
の
肺
が
ん
ば
、
ほ
と
ん
ど
が

肺
野
が
ん
。
大
き
く
な
る
ま
で
自

覚
症
状
の
な
い
の
が
特
徴
で
、
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
を
受
け
て
、
は
じ

め
て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。

②
肺
が
ん
は
直
接
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い

が
ん
ば
、
ま
だ
小
さ
く
、
自
覚

症
状
の
出
る
ま
え
に
検
診
で
発
見

す
れ
ば
、
よ
く
治
る
も
の
で
す
。

と
く
に
肺
が
ん
の
場
合
、
気
管
支

や
肺
に
は
、
痛
み
の
神
経
が
な
い

の
で
、
直
接
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
肺
門
が
ん

に
は
、
進
行
す
る
に
っ
れ
て
、
次

の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
実

⑦
が
ん
が
気
管
支
の
表
面
に
顔

を
出
す
と
…
…

気
管
支
が
刺
激
を
受
け
て
、
し

つ

こ
い
せ
き
が
出
る
。

①
気
管
支
の
表
面
に
か
い
よ
う

が
で
き
る
と
…
…

血
た
ん
が
出
る

⑤
が
ん
で
気
管
支
が
閉
じ
て
し

ま
う
と
…
…

感
染
を
お
こ
し
、
肺
炎
に
な
り

や
す
い

①
胸
膜
や
肋
骨
に
広
が
っ
て
水

が
た
ま
る
と
…
…

が
ん
性
胸
膜
炎
を
お
こ
す

胸
痛
が
あ
る

①
肺
の
な
か
に
大
き
く
広
が
る

呼
吸
困
難
に
な
る

③
が
ん
細
胞
の
種
類（
組
織
型
）

が
ん
細
胞
を
大
き
く
分
け
て
、

⑦
腺
が
ん

①

榻
平
上
皮
が
ん

⑤
小
細
胞
が
ん

①
大
細
胞
が
ん

そ
の
特
徴
を
表
に
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

日
本
人
は
腺
が
ん
が
多
く
、
欧

米
で
は
扁
平
上
皮
が
ん
が
圧
倒
的

に
多
い
で
す
。

㈲

肺

が
ん

の

原
因

と
対

策

①
タ
バ
コ
の
本
数
が
多
い
人
ほ
ど

ど
危
険

吸
っ
た
タ
バ
＝
の
本
数
が
多
い

ほ
ど
、
肺
が
ん
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数

二

日
の
本
数
×
喫
煙
年
数
）
は

こ
の
危
険
度
を
知
る
手
が
か
り
で

す
。
た
と
え
ば
一
日
２０
本
×
３０
年

＝
６００
以
上
の
大
は
、
肺
が
ん
に
か

か
る
可
能
性
が
、
た
い
へ
ん
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

喫
煙
本
数
の
多
い
大
で
も
、
夕

（

四
を
や
め
て
５
年
た
て
ば
、
夕

バ
＝
を
吸
わ
な
い
大
と
同
じ
、
き

れ
い
な
肺
に
も
ど
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

②
こ
わ
い
、
受
動
喫
煙

最
近
、
そ
の
害
が
注
目
さ
れ
て

い
る
受
動
喫
煙
（
他
の
人
の
タ
バ

＝
を
間
接
的
に
吸
う
こ
と
）
は
、

家
庭
や
公
共
の
場
で
の
、
禁
煙
や

節
煙
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

夫
が
タ
バ
＝
を
吸
う
場
合
、
妻

。

の
肺
が
ん
に
か
か
る
率
は
、
二
倍

に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
に
あ
た
え
る
影
響
も
み
の

が
せ
ま
せ
ん
。
青
少
年
期
か
ら
喫

煙
の
習
慣
が
つ
く
と
、
そ
れ
だ
け

喫
煙
期
間
も
長
く
な
り
、
肺
が
ん

に
な
る
危
険
が
高
く
な
る
の
で
す
。

㈲

禁

煙

と

検

診

が

あ

な

た

の

肺

を

守

る

肺
が
ん
ば
、
４０
歳
を
す
ぎ
る
と

年
々
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
４０
歳

以
上
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
よ

り
若
い
人
も
、
肺
が
ん
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
肺
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た
め

の
一
次
予
防

Ｏ
禁
煙
を
心
が
け
る
。

Ｏ
受
動
喫
煙
に
注
意

た
と
え
自
分
で
吸
わ
な
く
て
も

他
人
の
吸
っ
た
夕（

四
の
煙
を

吸
い
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る

Ｏ
食
生
活
で
は
、
ほ
う
れ
ん
草
々

か
ぼ
ち
や
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
と
る
こ
と
。

緑
黄
色
野
菜
に
は
、
が
ん
の
発

生
を
お
さ
え
る
と
い
わ
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
が
、
た
く
さ
ん
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
欠
か
さ
ず
に
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
ま
し

Ｏ
肺
が
ん
に
か
か
っ
て
も
、
早

期
に
見
つ
け
て
治
す
た
め
の

二
次
予
防

４０
歳
を
す
ぎ
た
ら
、
か
な
ら
ず

年
に
一
度
の
定
期
検
診
を
受
け

ま
し
よ
う
。

あ な た

●はいの多い人 危険度が高い人です
Ｏ

禁煙にっ と

め、定期的に検診を受 けまし ょう。

●いいえの多い人 あなたの肺は比較的安全ですが

検診は欠かさず受けるようにし まし ょう。

＜４０歳以上〉

１５０／９０以上は高血圧の疑い

１６０／９５以上は高血圧

〈２０～３９歳〉

１４０／９０以上は高血圧



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

▲

新

入

学

を

控

え

て

▼

い

ま

身

に

つ

け

さ

せ

よ

う

子

供

へ

の

交

通

道

徳

三
月
に
入
り
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
、
子
供
た
ち
は
待
っ
て
い
た
か
の

七
つ
口
外
で
遊
び
は
じ
め
ま
す
。
思
い
切
っ
て
体
を
動
か
せ
る
の
が
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
怖
い
の
は
「
交
通
事
故
」
。
特
に
入
所
・
入
学
を

煙

λ
だ
子
供
の
死
亡
ニ
ュ
ー
ス
ほ
ど
、
悲
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

指

導

を

繰

り

返

し

習

慣

づ

け

を

昭
和
六
十
二
年
の
「
交
通
統
計
」

に
よ
る
と
、
六
歳
以
下
の
子
供
の

歩
行
中
に
起
き
た
交
通
事
故
は
、

五
千
四
百
七
件
。
こ
の
う
ち
五
十

五
・
七
％
は
「
飛
び
出
し
」
が
原

因
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

事
故
を
発
生
時
間
帯
で
み
る
と
、

最
も
多
い
時
間
帯
は
、
午
後
四
時

か
ら
六
時
ま
で
で
、
こ
の
時
間
帯

に
発
生
す
る
事
故
が
、
全
体
の
約

二
十
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
を
減
ら
し
て
い

く
に
は
、
ま
ず
両
親
（
大
人
）
が

幼
児
の
も
っ
特
性
を
知
り
、
そ
れ

に
応
じ
た
具
体
的
な
交
通
安
全
の

た
め
の
指
導
を
繰
り
返
し
行
い
、

習
慣
づ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

通

園

・
通

学

路

を

一
緒

に
歩

こ

う

幼
児
の
主
な
特
性
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

①

一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く

と
、
周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら

な
い
。

例
え
ば
、
手
か
ら
放
れ
た
風
船

や
転
が
っ
た
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
、
道
路
に
飛
び
出
す
な
ど
の
行

動
で
す
。

②

気
分
に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ

交
通
安
全
母
の
会
総
会
を
終
え
て

会

長

松

谷

三

枝

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と
う

た
わ
れ
、
私
た
ち
母
親
も
一
家
の

要
と
し
て
、
常
に
気
を
つ
け
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
家
庭
の
中

か
ら
の
注
意
を
か
っ
て
い
ま
す
。

母
親
の
あ
た
た
か
い
心
、
思
い

や
り
で
も
っ
て
、
少
し
で
も
事
故

を
防
ぎ
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

二
月
十
四
囗
、
振
興
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
大
間
警
察
署
長
さ
ん

け
じ
め
、
各
関
係
機
関
の
み
な
さ

ん
及
び
母
の
会
会
員
の
み
な
さ
ん

多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛

会
の
う
ち
に
総
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
が
結

成
さ
れ
て
、
今
年
で
十
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
も

｝
重
に
、
み
な
さ

ん
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力

の
賜
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続
は
、
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
な
し
で
は
と
て
も
で

き
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
自
覚
を

持
っ
て
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
手
を
携
え

て
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。



る

。

子

供

は
喜

怒
哀

楽

が
激

し

く

、

感

情
に

よ

っ

て
思

わ

ぬ

行

動

を
起

こ

し

か
ね

ま

せ
ん

。

③

抽

象

的

な

言
葉

だ

け

で

は
、

よ

く
理

解

で
き

な

い
。

「
危

な

い
よ

」
「
気

を

つ
け

て

ね
」

と

い

う
具

体

性

の
な

い
言

葉

だ
け

で

は

分

か
り

ま
せ

ん

。
ど

う

し

て

危

な

い

の
か

、

何

に

気
を

つ

け

れ

ば

よ

い

の
か

を

理

解
さ

せ

る

こ

と

が
大

切

で
す

。

④

物
事

を

単

純
に

し

か

理

解
し

な

い

。

手

を
上

げ

さ
え

す

れ

ば

、

い

っ

で

も

ど

こ
で

も

車

は

止
ま

る

と
思

い
こ

ん
だ

り

、

信

号

が
青

に

変
わ

る
と
、
車
の
停
止
を
確
認
し
な
い

で
走
り
出
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

⑤

大
人
の
産
れ
を
す
る
。

大
人
が
近
く
の
横
断
歩
道
を
渡

ら
ず
に
道
路
を
横
断
し
た
り
、
信

号
無
視
を
す
る
の
を
見
る
と
、
ま

ね
を
し
ま
す
。

⑥

幼
児
は
視
野
が
狭
く
、
視
点

が
低
い
。

幼
児
の
視
野
は
大
人
よ
り
狭
く
、

視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い
た
め
、

物
陰
か
ら
出
て
く
る
車
な
ど
が
見

え
ず
、
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
入
園
・
入
学
を
控
え
た

お
子
さ
ん
が
道
路
に
出
る
と
き
や

道
路
を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
一
端

止
ま
っ
て
右
・
左
を
確
認
す
る
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
両
親
（
大
人
）
が
事
前
に

通
園
路
や
通
学
路
を
、
子
供
と
一

緒
に
歩
き
、
危
険
な
場
所
を
確
認

し
、
そ
れ
ら
の
場
所
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
、
具
体
的
に
教
え

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

融
雪
期
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

雪
解
け
の
こ
ろ
は
、
道
路
の
く

ぼ
み
に
水
た
ま
り
が
で
き
、
朝
夕

の
冷
え
込
み
で
路
面
が
凍
結
す
る

な
ど
、
道
路
状
態
が
天
候
に
よ
っ

て
変
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
率
水
た
ま
り
に
（

ン

ド
ル
を
取
ら
れ
た
り
、
対
向
車
に

泥
水
を
は
ね
ら
れ
て
前
が
見
え
な

く
な
っ
た
り
し
て
の
交
通
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
の
み
な
さ
ん
は
、
道
路

状
態
に
応
じ
た
思
い
や
り
と
ゆ
と

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
た
ま
り
を
通
行
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
徐
行
す
る
な
ど
、
歩

行
者
に
泥
水
を
飛
ば
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

●
凍
結
時
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え

め
に
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
カ
ー
ブ
の

手
前
や
対
向
車
と
す
れ
違
う
と
き

は
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

●
早
め
の
合
図
で
、
自
分
の
進
路

を
相
手
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の

点
灯
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
あ
な
た
の

命
綱
で
す
。
正
し
く
着
用
し
ま
し

き
め
細
か
な
交
通
情
報
を
提
供

高速道路のサービスの一つ匸、文字匸よっ

てさまざまな交通情報を知らせる電光掲示板

があり 衣す。これは、次のような場所にある

ので覚えておき挂しよう。

〈１〉踞速道路に入る手前の、一般道路①主要

な交差点

〈２〉高速道路の各インターチェンジ

〈Ξ〉各インターチェンジの中間妁点

特に最近は、「ノ＼イ勹エイラジオ」といって、

交通情報をラジオ放送を使って崕している区

間があつまず。渋滞匚なり や可いところや、

渋滞が特にひどいところはとこ放送されてい

ます。日本道路公団のハイウェイラジオ匸は、

周波数１，６２０Ｈｚで約３Ｋｍ程度の受信範囲とな

っています。

このハイウェイうジ大 衣、文字を使った情

報サービスの佰倍七の情報量を蔗可ことがで

きるので、二回を聞くごとによって、よリき

め細かな交通情報を知ることができ汗可。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ａ ０１７７－２３－２３７９

消費 税 力膕 月から

スタートします

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
新
し

く
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
消
費
税
は
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
売
上
げ
に
か
か
る
間
接
税

で
、
税
金
分
は
価
格
に
上
乗
せ
さ

れ
、
最
終
的
に
消
費
者
が
負
担
し

ま
す
。

な
お
、
消
費
者
が
負
担
し
た
税

金
の
納
付
は
、
製
造
、
卸
、
小
売

の
各
事
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
事
業
者
の
方
に
は

消
費
税
の
仕
組
み
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
納
税
事
務
の
手
続
き
を
い

ち
早
く
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
消
費
税
に
っ
い

て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
答
え

る
た
め
、
事
業
者
の
方
に
対
し
て

説
明
会
を
開
催
し
た
り
、
詳
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
と

納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。
期
限
ま
で
に
申
告
と
納
税

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
月
十
五
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
税
額
に
対
し

年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、
必

ず
三
月
十
五
囗
ま
で
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

国

民

年

金

の

保

険

料

を

完

納

し

ま
し

ょ

う

し
あ
わ
せ
な
老
後
を
送
る
に
は
、

や
は
り
安
定
し
た
収
入
か
お
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
満
た
す
の
が
年
金
制
度

で
、
老
後
所
得
の
主
柱
と
し
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
犬
切
な
年
金
も
、
保
険
料

を
キ
チ
ン
と
納
め
て
い
な
け
れ
ば

老
後
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
自

分
白
身
が
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
年
金

を
頼
り
に
し
て
い
る
多
く
の
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

自
分
で
保
険
料
を
納
め
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
「
つ
い

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
い
た
」
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
納
付

組
織
な
ど
に
加
入
し
て
、
確
実
に

全
部
の
期
間
を
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給
資
格

期
間
の
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
な

る
と
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
資
格
が

あ
っ
て
も
本
人
の
請
求
が
な
け
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

忘
れ
ず
に
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。



石
沢
純
子
さ
ん
と

下
北
二
郎
さ
ん
と

－
・

に

乾

杯

／

’

面
白
い
人
が
出
て
き
た
。
今
ま

言
遥
塞
し
て
い
た
生
き
物
（
佐
井

村
）
が
、
ヤ
ッ
ノ
と
い
う
感
じ
で

自
己
表
現
し
出
し
だ
の
で
は
な
い

か
。
佐
井
の
人
間
は
、
ち
ょ
っ
と

「
ま
し
」
な
の
よ
と
い
う
意
識
が
、

何
が
ま
し
な
の
か
分
か
ら
な
い
な

が
ら
、
ず
っ
と
長
い
間
、
皆
の
中

に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て

今
、
そ
の
「
ま
し
」
な
部
分
が
踊

り
出
て
き
た
の
か
、
歌
手
が
表
わ

れ
、
演
劇
活
動
を
始
め
た
女
優
さ

ん
が
表
わ
れ
、
私
達
を
う
き
う
き

さ
せ
る
。
こ
れ
は
こ
う
し
て
い
ら

れ
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
二
人
に
は
大

き
く
羽
ば
た
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

村
人
た
る
者
、
こ
ぞ
っ
て
後
押

し
せ
ね
ば
な
る
ま
い
ぞ
と
か
、
そ

う
い
う
気
持
ち
に
駆
り
立
て
ら
れ

る
。
東
京
と
佐
井
と
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
な
が
ら
、
村
の
い
い
も

の
を
都
市
へ
、
都
市
の
祟
適
な
も

の
を
村
へ
、
文
化
の
運
送
屋
、
文

化
の
宅
急
使
と
し
て
の
役
柄
を
、

お
二
人
に
は
期
待
し
た
い
。
私
達

も
ま
た
、
よ
く
感
応
し
て
二
人
の

成
長
を
助
け
、
地
域
の
文
化
的
雰

囲
気
を
増
幅
さ
せ
、
形
に
な
ら
な

い
財

産

、

目

に

見
え

な

い
な

が
ら

豊

饒
た

る

幸

せ
気

分

、

文
化

の
充

足
感

。

た

と
え

ば
空

気

の
よ

う

で

あ
り

な

が
ら

、

も

っ
と

密
度

の
濃

い

も
の

。
佐

井

村

の

ち

ょ

っ
と

よ

そ
よ

り

「
ま

し
」

な

感

じ
を

、

村

中

に

満

た
し

て

い
き
た
い
も
の
だ
。

さ

よ

う

、

私
は

興

奮

し

て

お
り

ま
す

。

と

て

も
自

分

で

は
で

き

な

い
だ

ろ

う

と

い
う

こ

と

を

。
し

か

し
、

心

の

中

で
は

こ

う

い
う

生

き

方

が

で

き
た

ら
面

白

い

に
違

い
な

い
、

と

い
う

よ
う

な

こ

と
を

、

身

近
に

い

た
人

が
、

或

る

日
突

然

や

ら

か

す

の
だ

か
ら

、

興
奮

す

る
な

と

言

っ

た

っ

て
無

理

で

あ
る

。

私

の

み
な

ら

ず

、

村

の
だ

く

さ

ん

の

人

達

が
、

躍

起

と
な

っ
て

応

援

し

て

い

る

か
ら

、

お

二
人

さ

ん

頑

張

っ

て

く
だ

さ

い

。

カ

ン

パ
ー

イ
ノ

（
川

岸
延

子

）

ゆ
る
み
始

め
た
雪

の
下

に
、

か

す

か
な
緑

を
発
見
し
、

指
で
探
っ

て
み

た
ら
、

か
わ
い

ら
し

い

ふ
き

の

と
う
、

そ
し

て
指

に
触
れ
た

土

の

ほ
の
か

な
温

か
さ
。「

も
う
春
は

す

ぐ
そ
こ
な

ん
だ
」

と
い
う
雪
国

の
人
な
ら
で
は
の
喜
び
。

南
北
に
長
い
日
本
列
島

で
は
、
雪
を
見
た
こ
と
の

な
い
人
も
い
れ
ば
、
雪
の

中
で
入
学
式
と
い
う
地
方

も
あ
り
ま
す
。

雪
ど
け
の
感
激
は
、
雪

国
に
住
ん
で
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
、
最
近
は
道
路

の
除
雪
も
い
き
わ
た
っ
て
き
た
の

で
、
昔
ほ
ど
雪
ど
け
の
感
激
は
な

く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
、
雪
ど
け

と
聞
く

と
タ
イ

ヤ
の
粉
塵
公

害
を

連
想
す

る
と

い
う

人
も

い
ま
す
。

こ
の
季

節
に
な

る
と
、
ラ

ジ

オ

の
交
通

情
報
に
、

冬
期
閉
鎖

に
な

っ
て

い
た
各
地

の
山
岳
道

路
な
ど

の
開
通

の
ニ
ュ
ー

ス
が
入
り

ま
す
。

十
和
田
湖

や
立
山

の
ル
ー
ト

で
は
、

バ
ス
の
背

よ
り

も
高
い
残

雪
の
雪

壁
の
間

を
車
が
走

り
ま
す
。

こ
ん

な
開
通
風
景

を
テ

レ
ビ
で

ご
覧
に

な
っ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ズ
ン
到
来
と
、
心
躍
る
シ

ー
ン
で
す
ね
。

雪
が
と
け
る
と
緑
の
季
節
。

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は

国
土
緑
化
強
調
期
間
で
、
緑

の
羽
根
募
金
、
緑
の
相
談
所
、

記
念
植
樹
、
森
づ
く
り
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
行
事

の
時
期
は
各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
気
候

に
合
っ
た
時
期
が
選
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
森
林
は
国
民
共
通
の

財
産
な
の
で
、
二
十
一
世
紀
に
つ

な
ぐ
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
へ

の
意
識
と
行
動
を
呼
び
起
こ
す
こ

と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

。グ
リ
ー
ン
愛

ラ
ン
ド

ー
ジ
气
ジ
ご

で
す
。
ま

ず
、
森
に
行
っ
て
、
森
林
浴
で
も

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。



▲
包

丁

を

研

ぐ

▼

料

理
の

上

手

下

手

は

包

丁

の

切

れ

味

で

包
丁
は
、
使
っ
た
あ
と
の
手
入

れ
を
怠
る
と
、
す
ぐ
に
サ
ビ
や
シ

ミ
が
っ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ビ

や
シ
ミ
を
取
る
の
は
、
砥
石
を
使

っ
て
研
ぐ
の
が
一
番
で
す
。
砥
石

に
は
、
目
の
粗
さ
に
よ
っ
て
八
番

か
ら
八
千
番
ま
で
三
十
八
種
類
の

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
用
な

ら
十
番
前
後
の
も
の
が
一
つ
あ
れ

ば
十
分
。
研
ぐ
前
に
砥
石
を
一
時

間
ほ
ど
水
に
つ
け
、
ぬ
れ
ふ
き
ん

を
敷
い
た
上
に
砥
石
を
固
定
し
研

ぎ
始
め
ま
す
。

包
丁
を
砥
石
の
上
に
斜
め
に
置

き
、
指
で
ピ
タ
ツ
と
押
さ
え
、
刃

先
と
砥
石
の
間
に
指
が
一
本
入
る

ぐ
ら
い
に
刃
の
角
度
を
一
定
に
し

て
研
ぐ
の
が
コ
ツ
。
こ
れ
が
決
ま

ら
な
い
と
刃
が
丸
く
な
っ
て
、
研

い
で
も
切
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
。簡

単
な
よ
う
で
す
が
、
砥
石
を

家
庭
で
使
い
こ
な
す
の
は
案
外
難

し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
砥
石

の
か
わ
り
に
大
根
や
に
ん
じ
ん
の

ヘ
タ
を
利
用
す
る
と
、
手
軽
に
研

げ
る
こ
と
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
包
丁
を
ま
な
板
の
上
に
ね
か

せ
、
大
根
か
に
ん
じ
ん
の
ヘ
タ
に

ク
レ
ン
ザ
ー
を
付
け
て
、
包
丁
の

刃
を
よ
く
こ
す
り
ま
す
。

コ
ル
ク
猷
で
も
研
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
コ
ル
ク
栓
を
水
で
湿
ら

せ
、
切
り
囗
に
ク
レ
ン
ザ
ー
を
付

け
て
、
野
菜
の
ヘ
タ
で
研
ぐ
の
と

同
じ
要
領
で
包
丁
の
刃
を
こ
す
り

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
且
を
び
っ
く
り
返
し

て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
糸
底
に
、
包
丁

の
刃
先
を
ピ
タ
ツ
と
当
て
て
押
し

つ
け
る
よ
う
に
し
て
こ
す
っ
て
も

研
げ
ま
す
。
両
面
を
交
互
に
こ
す

っ
て
や
る
と
、
切
れ
味
も
よ
く
な

り
ま
す
。

包
丁
の
管
理
で
一
番
肝
心
な
の

は
、
サ
ビ
さ
せ
な
い
こ
と
。
使
い

終
っ
た
包
丁
は
洗
剤
で
汚
れ
を
落

と
し
、
水
で
洗
っ
た
後
に
熱
湯
を

か
け
、
乾
い
た
ち
で
よ
く
ふ
い
て

お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

蛍

光

灯

の

寿

命

に
注

意

三
月
二
十
五
日
は
「
電
気
記
念

日
」
で
す
。

日
本
で
初
め
て
電
気
が
東
京
の

電
信
中
央
局
開
業
式
に
灯
り
ま
し

た
。
今
か
ら
百
十
年
前
の
明
治
十

一
年
の
こ
の
日
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
人
エ
ー
ア
ト
ン
教
授

の
指
導
の
も
と
に
、
五
十
個
の
ア

ー
ク
灯
が
一
斉
に
点
灯
さ
れ
、
こ

の
日
を
記
念
し
て
昭
和
三
年
に
電

気
記
念
日
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

蛍
光
ラ
ン
プ
の
寿
命
は
、
約
一

万
時
間
と
白
熱
電
球
よ
り
七
～
十

倍
く
ら
い
長
い
の
で
す
が
、
ラ
ン

プ
の
点
滅
を
繰
り
返
す
と
、
寿
命

が
短
く
な
り
ま
す
。
四
～
五
分
後

に
再
び
点
灯
す
る
場
合
は
、
消
さ

な
い
方
が
得
と
な
り
ま
す
。

点
滅
回
数
の
多
い
場
所
の
照
明

に
は
、
白
熱
電
球
の
方
が
得
で
す
。

３月２５日 電気記念日

ダンスで

いい汗流そう

日時：毎週土曜日

午後７時から

ｊ

場所：振興センター２Ｆ

満１歳になります

新 田 恵 利ちゃふ

（雄逸・優子）
磯 谷

戸 籍 の 窓 口

２ 月１４日 現 在

Ｏ お 誕 生 お め で と う

大 沼 和也 （和雄 ） 古佐 井

奥 本菜 乃 美 （陽 一） 大 佐 井

紀 伊智 絵 美 （一 浩） 大 佐 井

○ ご 結 婚 お め で と う

小笠 原 昭 彦 大 佐 井
（

高 橋 浩 子 原 田

福 田 猛 美 磯 谷
（

中 村 千 秋 川 目

福 田 勝 男 古 佐井
（

小 倉 あ け み 深 川 市

榠） 谷 三 男 大 間 町
（

木 下 智加 子 矢 越

船 越 勝 彦 牛 滝
（

伊 世 眞知 子 大 間 町

川 畑 勲 夫 矢 越
（

若 山 ま さ子 古 佐井

山 本 昇 六 合村
（

山 本 徳 子 福 浦

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

西谷 た さ （ 久 ） 大 佐井

成 田 栄二 （徳 藏 ） 野 平

萬谷 増夫 （雅 之 ） 原 田

金澤 雄 三 （弘 泰 ） 大 佐井

１月３１日現在人口 （前月比）

男 １，９１９ （ 十Ξ）

女 １，９６７ （ 土○）

計 ３，８８６ （ 十Ξ）

世帯数 １，１２０ （ 十勹
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